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Triple taper polished セメントステム周囲の
術後10年の骨密度変化：

straight taper stem と curved taper stem の比較

小　林　史　朋 1・䯨　　　賢　一 1・寒　川　翔　平 1 
中　村　知　寿 1・飯　田　寛　和 2・齋　藤　貴　徳 1

は　じ　め　に

　人工股関節全置換術（THA）において，セメント
レスステムは応力遮断による骨萎縮の発生は避ける
ことができない問題であるが1），セメントステムの
骨萎縮は少なく，なかでも taper slip stemの成績は良
好である。近年，double taper polished stemのステム
周囲骨密度変化の報告は散見され，経時的に回復す
ることも多い2-5）。さらに，triple taper polished stemは，
大腿骨の近位骨萎縮予防と均一な荷重伝達を目的と
して開発されたセメントステムであり，当科では 2 
種類（straight taperと curved taper）の triple taper stem
を使用している。本研究の目的は，straight triple 

taper polished stem と curved triple taper polished stem
の術後10年以上におけるステム周囲骨密度変化を比
較することである。

対 象 と 方 法

　2007年 1 月～2007年 4 月に当科において初回
THAを施行し，ステム周囲骨密度計測に同意を得
られた患者は30例30関節だが，10年以上経過観察可
能であった17例17関節を対象とした。除外された症
例は，死亡 2 例 2 関節，ステム周囲骨折 1 例 1 関節，
追跡不可能10例10関節であった。疾患は全例変形性
股関節症であり，C-stem（DePuy International, Leeds, 
United Kingdom）と SC-stem（Kyocera Medical，大阪，
日本）を無作為に選択し，前者が straight triple taper 
polished stem（straight taper群），後者が curved triple 
taper polished stem（curved taper群）である。straight 
taper群は 8 例 8 関節で，男性 1 例，女性 7 例，手
術時平均年齢61.1歳（45～72歳），BMI 26.4kg/m2

（17.2～28.7kg/m2），平均経過観察期間12.7年（11.9
～13.6年）。curved taper群は 9 例 9 関節で，男性 0 例，
女性 9 例，手術時平均年齢60.0歳（52～68歳），
BMI 26.1kg/m2（21.4～27.6kg/m2），平均経過観察期
間12.6年（11.9～13.3年）。患者背景は両群間に有意
差はなかった（表 1 ）。
　手術は全例前側方アプローチ（Dall変法）を使用，
大腿骨髄腔内プラグは自家骨にて骨栓を作製し，第
三世代セメントテクニックにてカップおよびステム
を Endurance Bone Cement （DePuy CMW, Blackpool, 
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United Kingdom）で固定した。骨セメント内には抗
菌薬であるアミカシン硫酸塩を 1 ％含有させた。術
翌日より全荷重歩行を開始した。
　X 線学的評価は，Harris 分類にて全周性に
radiolucent zoneを認める probableまたは migration
のある definiteを「ゆるみ」と定義した6）。また，
cortical hypertrophyの有無についても検討し，Gruen
の zone分類7）に基づいて評価した。骨密度は，
PRODIGY（GEヘルスケアジャパン社，東京，日
本）を用いて DEXA法にて計測し，大腿骨の Gruen 
zoneの 7 領域にわけて，各部位を術後 3 週，半年， 
1 年，1 年半，2 年後，その後 1 年ごとに測定した。
術直後である 3 週時点での計測値を基準とし，各計

測値を基準値で除した変化量を算出した。統計解析
は Student’s t testを用いて p＜0.05を有意差ありと
した。

結　　　　　果

　ゆるみや cortical hypertrophyを認めた症例はなか
った。
　各 zoneでの骨密度変化を図 1 と表 2 に示す。ス
テム周囲骨密度は，両群ともに術後 1 年で zone 1 
以外は低下するもののその後は大きく変化せず経過
し，zone 2-5 は術後10年で10％程度の低下であった。
zone 6 は，straight taper群は他の zoneと同様に骨密

表 1　患者背景

straight taper群 curved taper群

症例  8 例 8 関節  9 例 9 関節

男性：女性  1 関節： 7 関節  0 関節： 9 関節

手術時平均年齢（歳） 61.1±10.2（53 ～ 72） 60.0±5.0（52 ～ 68）

手術時平均 BMI（kg/m2） 26.4±3.7（17.2 ～ 28.7） 26.1±3.4（21.4 ～ 27.6）

術後平均観察期間（年） 12.7±0.57（11.9 ～ 13.6） 12.6±0.49（11.9 ～ 13.3）

図 1　術後 10年間の各 zone における骨密度変化
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度をほぼ維持していたが，curved taper群は術後10
年で約24％低下しており，両群間で有意差を認めた。
zone 7 は両群ともに低下しており，術後10年で
straight群は約20％，curved群40％と他の zoneに比
して著名な低下を認めたが，両群間で統計学的有意
差はなかった。

考　　　　　察

　セメントレスステムは，術後に荷重伝達経路が変
化することにより，荷重伝達部より近位に応力遮断
による骨萎縮が生じるという避けることのできない
問題がある1）。一方，セメント固定のメカニズムは，
コンセプトの違いにより composite beamと taper slip
の二つに分類され8），後者は荷重をすることにより
セメント内で slipを許容し，このわずかな slipが圧
縮応力を生み，骨萎縮予防のみならず骨リモデリン
グが期待される。taper slip理論のルーツである
Exeter-stemは ,「前額面」と「矢状面」で taper構
造を有する double taper stemであるが9），Wroblewski
らはさらなる長期成績を期待し，「横断面」にも taper
を追加した triple taper stemである C-stemを考案し
た10）。また，SC-stemは Wroblewskiの許可を得て
taperに curve形状を追加し，「セメント応力の一様
化」と「近位への荷重伝達」を意図して作製された。
今回，C-stem（straight triple taper polished stem）と
SC-stem（curved triple taper polished stem）の術後10
年以上におけるステム周囲骨密度変化を比較した。
　THA後のステム周囲骨密度変化の報告は散見され
る。Damborgら2）は Exeter-stem（double taper polished 
stem）を用いて DEXAを評価し，術後一旦低下し
回復傾向となるが，術後 5 年の zone 7 は基準値よ

り11.3％低下していた。Iwaseら5）も同様に回復傾
向となり，術後 5 年の zone 7 は10％以下の減少と
なっていた。また，Jayasuriyaら3）は Charnley-stem 
（composite-beam stem），Exeter-stem（double taper 

polished stem），C-stem（triple taper polished stem）
を比較し，術後 9 年の zone 1 は triple taper polished 
stemの有位性が確認できたが，その他の zoneでは
polished taper stemそのものの有意性が確認できなか
った。さらに Flatøyら4）も，C-stemの後継モデル
で あ る C-stem AMT（triple taper polished stem） と
Exeter-stem（double taper polished stem）を比較し，
術後 2 年ですべての zoneで有意差を認めなかった
と報告している。
　本研究では，術後10年のステム周囲骨密度変化を
調査し，過去の報告同様両群ともに術後 1 年までは
低下し，その後は維持される結果となった。しかし，
最も重要な zone 7 において，curved taper 群が
straight taper群より低下する傾向となり，curved 
taperの利点を立証することはできなかった。ただ
し，症例数も少なく，今後も多角的に検討が必要と
思われる。

結　　　　　語

・  2 種類の triple polished taper stem周囲の長期的な
骨密度変化を，DEXA法にて比較検討した。
・ 術後10年ステム周囲骨密度変化は，zone 7 におい
て SC-stemが C-stemより骨密度の低下を認めた
が有意差はなかった。

・ 17例17関節と症例数が少ないため今後も検討が必
要である。

表 2　術後 10年時の各 zone における骨密度変化

straight taper群 curved taper群 p値

zone 1 0.978±0.327 0.874±0.129 0.448

zone 2 0.886±0.164 0.821±0.174 0.469

zone 3 0.970±0.125 0.906±0.146 0.383

zone 4 0.870±0.106 0.895±0.136 0.690

zone 5 1.050±0.138 0.996±0.101 0.398

zone 6 0.973±0.181 0.759±0.130 0.018

zone 7 0.795±0.299 0.592±0.142 0.109
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